社会科 年間指導計画

平成1４年度 第三学年（公民分野）

	年間指導目標
	①現代の成り立ちと仕組みをとらえ、その基礎知識をもとに、現代の諸問題を考える力を養う。

②調査・発表・討論を通じてお互いの考えを比較したり、まとめたりする力を養う。


方針   ①  現代の成り立ちと仕組みについての基礎知識を与える。

       ②  憲法・政治・経済・国際社会の単元ごとに、具体的な課題を設定し、調査・発表・討論を組織して、現代社会についての理解を深める。

	       月
	単元名
	時
	単元目標
	学習活動及び内容
	観点別学習状況評価

	
	
	
	
	
	関心・意欲・態度

10～20％
	社会的な思考判断

10～20％
	資料活用の技能表現

10～20％
	知識理解

50～60％

	４・５
	現代社会の成り立ち
	10
	(1) 第２次世界大戦後から今日までの大まかな世界と日本の歴史の流れをつかむ。

(2) 現代と過去との歴史的関連をおさえ、現代が時代の転換期にあることをつかむ。
	１　現代は「冷戦」⇒「平和共存・高度成長期」⇒「長期不況・問題噴出期」と推移したこと。

２　極めて豊かな社会が出来た反面、環境破壊や南北問題などの国家間差別がおき、各地で戦争も増えていること。
	資料を読み、課題を真剣に考える。

〔評価対象〕

　レポート
	豊かさと諸問題が裏腹の関係にあることを理解できる。

〔評価対象〕

　レポート
	資料から時代の性格と問題の所在を理解する。

〔評価対象〕

レポート・ノート
	時代の推移と諸問題をつかむ。

〔評価対象〕

テスト・レポート

	５．６
	日本国憲法と基本的人権
	18
	(1)日本国憲法の歴史的位置をつかむ。

(2)憲法が保証する基本的人権の概要をつかむ。

(3)かならずしも基本的人権は保証されていないことを、実例を調査することを通じてつかむ。
	１ 日本国憲法は人権擁護運動・平和運動の全成果を凝縮したものであること。

２　憲法が保障する基本的人権の概要を「子供の権利条約」「子供の権利条例」と関連してとらえる。

３　現代において人権が保障されているのかを日常生活の点検や新聞を通じて調査・発表・討論する。
	資料を読み、調査・発表・討論に真剣に取り組む。

〔評価対象〕

　調査報告

　レポート
	人権が保障されていない現状をとらえ、その解決方向・方法を考える。

〔評価対象〕

調査報告・レポート
	基本的人権の侵害の例を日常生活の点検や新聞から見つける。

〔評価対象〕

調査報告・ノート
	憲法の内容と基本的人権の概要をつかむ。

〔評価対象〕

テスト・レポート

	６・７
	私たちの暮らしと政治
	８
	(1) 政治は国民一人一人の幸福を守るためのものであることをつかむ。

(2) 政治のしくみ（決定・実行・救済）の概要をつかむ。


	１ 三権分立の意味と歴史。

２　国会・内閣＝行政府・裁判所のそれぞれの役割と関係。

３　地方議会・自治体の役割と関係。

４　国民のもつ、政治に参加する権利の概要

	資料を読み、調査・発表・討論に真剣に取り組む。

〔評価対象〕

　調査報告

　レポート
	「環境問題」を解決するために、自らが政治の主体として、政治を動かす方法を考える。

〔評価対象〕

調査報告・レポート
	資料から、「環境問題」を解決するため政治を動かす方法を見つける。

〔評価対象〕

調査報告・ノート
	政治の仕組みの概要と政治に参加する権利の概要をつかむ。

〔評価対象〕

テスト・レポート

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	９・１０
	
	10
	「大気汚染・自動車公害」の問題を解決するのに政治をどう利用できるか考え、シュミレーションする。
	５「大気汚染・自動車公害」を解決するためにどう政治をつかうか方法を考え、調査・発表・討論する。
	
	
	
	

	
	
	
	(3) 
	
	
	
	
	

	１０・１１
	経済の仕組みと私たちの暮らし
	18
	(1) 経済活動とは人々の暮らしを維持する活動全般をいうことをつかむ。

(2) 経済（生産・流通・消費）のしくみと問題点の概要をつかむ。

(3) 経済について各自が調べたいテーマを深める。


	１　生産・流通・消費のしくみの概要。

２　商品の価格調査を通じて、流通と生産のしくみの実際をつかまえる。

３　経済活動に関わる現代社会の諸問題。

４　経済活動に関わる各自が知りたいテーマの研究・調査・発表。
	資料を読み、調査・発表・討論に真剣に取り組む。

〔評価対象〕

　調査報告

　レポート
	経済活動に関わって自分自身のテーマを決め、研究・調査に取り組む。

〔評価対象〕

調査報告・レポート
	商品の価格調査を通じて流通と生産のしくみの実際をつかむ。

〔評価対象〕

調査報告・ノート
	経済のしくみの概要をつかむ。

〔評価対象〕

テスト・レポート


	月
	単元名
	時
	単元目標
	学習活動及び内容
	観点別学習状況評価

	
	
	
	
	
	関心・意欲・態度

10～20％
	社会的な思考判断

10～20％
	資料活用の技能表現

10～20％
	知識理解

50～60％

	１２
	国際社会の諸問題

〔温暖化と南北問題〕
	６
	(1) 国際社会の現状としくみの概要をつかむ。

(2) 南北問題の概要をつかむ。


	１　国際法と国際連合の仕組み。

２　南北問題の現状とそれが生み出された歴史的背景と解決のための取り組みの現状。


	資料を読み、課題の討論に積極的に取り組む。

〔評価対象〕

　意見書

　レポート
	温暖化防止と南北問題が一体のものとしてとらえられる。

〔評価対象〕

　レポート
	資料を見て、先進国・発展途上国のそれぞれの主張の意味と違いをつかまえる。

〔評価対象〕

ノート・レポート
	国際社会のしくみの概要と南北問題の概要をつかむ。

〔評価対象〕

テスト・レポート

	１
	
	８
	(3) 地球温暖化の解決と南北問題の解決とは直結したものであることを、「地球環境会議」のシュミレーションを通じてつかむ。
	３　97年の京都での「地球温暖化防止会議」の決定の内容とそれを実施する上での、諸国の利害対立の現状（中国←→アメリカ）。

４　「地球温暖化防止会議」のシュミレーションを行う。先進国・発展途上国の双方の主張を聞き、自分の立場を決めて討論をする。
	
	
	
	

	通年
	現代社会の現状把握

（新聞記事の整理による）
	月１回程度・10回
	(1) 新聞を読み、世界や日本の出来事を知ることを通じ、現代社会の現状をつかむ。

(2) 自分の関心のある問題の記事を継続的に読むことで、問題の理解を深める、
	１　自分の関心のあるテーマをいくつか選ぶ。

２　毎日自宅で新聞に目を通し、テーマに関係のある記事をスクラップする。

３　特に注意を引いた記事については、自分の感想などを書き加える。

４　月一回のまとめの日に整理する。
	新聞に継続的に目を通し、スクラップする。

〔評価対象〕

スクラップファイル
	新聞記事に自分の意見を付け加える。

〔評価対象〕

スクラップファイル
	新聞を読み、テーマに関連した記事を選ぶ。

〔評価対象〕

スクラップファイル
	

	時間　　８８時間


